
卒業研究

� 文学部卒業研究規程

○英語文化学科卒業研究規程

英語文化学科の学生には、卒業年次に次の要項により卒業研究（論文）を課する。

キリスト教学専修を選択して卒業研究（論文）を提出する場合は、キリスト教学専修卒業研究規程

に従うものとする。

�．分量

英語で書くことを基本とし、本文は 5,000 語以上の長さでなければならない。

指導教員の裁量により日本語で書くことを認めることがあるが、その際、本文は 12,000 字以上の

長さでなければならず、英語で 1,000 語以上の長さの論文要旨を添えることとする。

�．題目提出期限・提出先

仮の題目を�年次�月 31 日までに、本題目を�年次の 10 月�日までに英語文化学科研究室に提

出する。ただし、提出日が休日の年はその翌日までとする。

�．卒業研究（論文）提出期限・提出先

12 月 15 日正午（厳守）までに教務課に提出する。ただし、12 月 15 日が休日の年はその翌日正午

（厳守）までとする。

�．審査

卒業研究（論文）の審査は、指導教員を含む複数教員による内容審査と、その後の口頭試問によ

る。

�．特別再履修

�）卒業研究（論文）を再履修した場合は、下記の全ての条件を満たした場合に限り、特別再履修

として前期終了時にも卒業研究（論文）�単位の認定の機会が与えられる。該当する学生は、再

履修する年度の前期の履修登録締め切りまでに教務課で申請手続きを行うこと。

① 再履修する年度の前年度に卒業研究（論文）を提出し、不合格となった場合。

② 再履修する年度の前期中に卒業要件の充足が見込まれること。

③ 指導教員および研究テーマの変更を要しないこと。ただし、特別な事情が生じた場合には、

指導教員の変更は認められる。

�）本題目の提出日は履修登録と同日とする。

�）卒業研究（論文）の提出期限は�月 30 日正午（厳守）とする。ただし、�月 30 日が休日の年

はその翌日正午（厳守）とする。
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�．その他

非常事態等により、学年暦に変更が生じた場合は、仮題目提出、本題目提出及び卒業研究提出期

限について変更することがある。
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○日本語・日本文学科卒業研究規程

日本語・日本文学科の学生には、卒業年次に次の要項により卒業研究（論文）を課する。

キリスト教学専修を選択して卒業研究（論文）を提出する場合は、キリスト教学専修卒業研究規程

に従うものとする。

�．分量

論文の分量は 20,000 字以上とする。

�．題目提出期限・提出先

所定の用紙により、題目を 10 月�日までに、日本語・日本文学科研究室に提出する。

ただし 10 月�日が休日の年は、10 月�日までとする。以後、題目の変更は許されない。

期限を過ぎて提出した場合、卒業研究（論文）の成績は 10 点の減点とする。

�．指導担当教員

指導担当教員は、本学科「卒業研究ゼミ II」の各担当教員とする。

�年次の�月 31 日までに、学生の希望する指導担当教員及び仮題目について登録を行い、その後

学科内での調整を経て、指導担当教員を決定する。ただし、�月 31 日が休日の年は、�月�日まで

とする。

�．卒業研究（論文）提出期限・提出先

卒業研究（論文）を、12 月 15 日正午（厳守）までに、教務課に提出する。ただし 12 月 15 日が休

日の年は、12 月 16 日正午（厳守）までとする。

�．面接試問

卒業研究（論文）を中心として、面接試問を行う。

�．審査

卒業研究（論文）の審査は、指導担当教員によって行われる。

�．その他

非常事態等により、学年暦に変更が生じた場合は、仮題目提出、本題目提出及び卒業研究提出期

限について変更することがある。
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○文化総合学科卒業研究規程

文化総合学科の学生には、卒業年次に次の要項により卒業研究（論文）を課する。

キリスト教学専修を選択して卒業研究（論文）を提出する場合は、キリスト教学専修卒業研究規程

に従うものとする。

�．分量

論文の分量は 400 字詰原稿用紙 30 枚以上 50 枚程度とする。その際、400 字詰め原稿用紙�枚の

論文要旨を添えることとする。

論文の枚数が 50 枚を大幅に越える場合は指導教員に申し出ること。

�．題目提出期限・提出先

仮の題目を�年次の�月 31 日までに、本題目を�年次の 10 月�日までに文化総合学科研究室に

提出すること。ただし、提出日が休日の年はその翌日までとする。

�．卒業研究（論文）および論文要旨の提出期限・提出先

12 月 15 日正午（厳守）までに教務課に提出する。ただし、12 月 15 日が休日の年は 16 日正午（厳

守）までとする。

�．審査

卒業研究（論文）の審査は、指導教員による内容審査、および指導教員を含む複数教員による面

接試問に基づき、文化総合学科専任教員の合議によって行う。

�．特別再履修

�）卒業研究（論文）を再履修した場合は、下記の全ての条件を満たした場合に限り、特別再履修

として前期終了時にも卒業研究（論文）�単位の認定の機会が与えられる。該当する学生は、再

履修する年度の前期の履修登録締め切りまでに教務課で申請手続きを行うこと。

① 再履修する年度の前年度に卒業研究（論文）を提出し、不合格となった場合。

② 再履修する年度の前期中に卒業要件の充足が見込まれること。

③ 指導教員および研究テーマの変更を要しないこと。ただし、特別な事情が生じた場合には、

指導教員の変更は認められる。

�）本題目の提出日は履修登録と同日とする。

�）卒業研究（論文）および論文要旨の提出期限は�月 30 日正午（厳守）とする。ただし、�月 30

日が休日の年はその翌日正午（厳守）とする。

�．その他

非常事態等により、学年暦に変更が生じた場合は、仮題目提出、本題目提出及び卒業研究提出期

限について変更することがある。
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○文学部キリスト教学専修卒業研究規程

この規程は、キリスト教学専修を選択して卒業研究（論文）を提出する学生に適用される。ただし、

�の特別再履修については、日本語・日本文学科所属の学生には適用されない。

�．分量

論文の分量は 16,000 字以上とする。

�．題目提出期限・提出先

所定の用紙により、仮の題目を�年次の�月 31 日までに、本題目を�年次の 10 月�日までに、所

属する学科の研究室に提出する。ただし、提出日が休日の年はその翌日までとする。本題目の変更は

認められない。

�．卒業研究（論文）提出期限・提出先

12 月 15 日正午（厳守）までに教務課に提出する。ただし 12 月 15 日が休日の年はその翌日正午（厳

守）までとする。

�．審査

卒業研究（論文）の審査は、指導教員を含む複数教員による内容審査と、その後の口頭試問による。

�．特別再履修

卒業研究（論文）を再履修した場合、前期に卒業要件の充足が見込まれる学生に限り、特別再履修

として前期修了時にも単位認定の機会が与えられる。その際、題目を変更することはできない。ただ

し、指導教員については、特別な事情が生じた場合は変更が認められる。

論文提出期限は�月 30 日正午（厳守）とし、�月 30 日が休日の年はその翌日正午（厳守）とする。

�．その他

非常事態等により、学年暦に変更が生じた場合は、仮題目提出、本題目提出及び卒業研究提出期

限について変更することがある。
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� 文学部卒業研究受付について

�．提出期限

各学科の卒業研究規程の提出期限を厳守すること。

提出期限を過ぎた場合は、一切受付しないので、余裕をもって提出すること。

�．受付時間

平日	時〜17 時、土曜日	時〜12 時半、最終日のみ 	時〜12 時(平日･土曜日とも）

�．提出先

教務課窓口

教務課で卒業研究（論文）を受理する際、控を返却する。成績が確定するまで各自保管すること。

◎学校感染症と診断された場合の卒業研究（論文）の提出については以下の処置により代理人提

出を認めることとする。

�．代理人提出が認められるのは、病院で診断を受け、保健センターに連絡し出席停止の指示を

受けた学生に限る。インフルエンザ等、疑わしい段階では認めない。

�．代理人提出できる期間は、別途周知する。

�．代理人提出を希望する場合は、提出先の教務課に学生本人が事前連絡すること。

�．代理人が提出する際には身分確認等を行う。身分確認用に運転免許証、健康保険証、パスポー

トなどのいずれかを持参すること。

�．代理人提出を依頼した学生は、その期間に学校感染症に罹患したとの診断書を指定された日

時までに教務課に提出すること。この日時までに診断書の提出が無い場合には卒業研究（論文）

の提出が成されなかったこととして取り扱う。

注）代理提出であっても締切日時は厳守の上、教務課に提出すること。（期限を過ぎた場合、一切

受付しない。）
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文
学
部

卒
業
研
究
の
評
価
基
準

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

評
価
項
目

構
成

�
�

�
�

�

思
考
力

研
究
目
的
と
問
題
設
定
序
論

研
究
目
的
が
明
確
に
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
問
題
設
定
が
学
術
的

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

研
究
目
的
が
明
確
に
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
問
題
設
定
が
学
術
的

に
意
義
が
あ
る
。

研
究
目
的
が
概
ね
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
問
題
設
定
に
あ
る
程
度

の
学
術
的
な
意
義
が
あ
る
。

研
究
目
的
が
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
問
題
設
定
に
学

術
的
な
意
義
が
あ
ま
り
な
い
。

研
究
目
的
が
述
べ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
問
題
設
定
に
学
術
的
な
意

義
が
な
い
。

論
理
性

本
論

非
常
に
客
観
的
・
論
理
的
に
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

客
観
的
・
論
理
的
に
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

概
ね
客
観
的
・
論
理
的
に
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

客
観
的
・
論
理
的
に
論
が
進
め

ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が
散
見
さ

れ
る
。

客
観
的
・
論
理
的
に
論
が
進
め

ら
れ
て
い
な
い
。

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

先
行
研
究

序
論
／
本
論

先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
高

い
独
創
性
の
あ
る
研
究
目
的
を

示
し
、
そ
の
目
的
と
関
連
づ
け

て
先
行
研
究
の
概
説
が
多
角
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
研

究
目
的
を
示
し
、
そ
の
目
的
と

関
連
づ
け
て
先
行
研
究
の
概
説

が
行
わ
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
を
あ
る
程
度
意
識
し

た
研
究
目
的
を
示
し
、
そ
の
目

的
と
関
連
づ
け
て
先
行
研
究
の

概
説
が
概
ね
行
わ
れ
て
い
る
。

研
究
目
的
と
先
行
研
究
と
の
関

連
が
見
え
づ
ら
く
、
研
究
目
的

と
関
連
づ
け
て
先
行
研
究
の
概

説
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。

研
究
目
的
の
設
定
に
お
い
て
先

行
研
究
を
踏
ま
え
て
お
ら
ず
、

研
究
の
目
的
と
関
連
づ
け
た
先

行
研
究
の
概
説
も
行
わ
れ
て
い

な
い
。

専
門
性

（
知
識
・
技
能
）

専
門
知
識

本
論

多
岐
に
わ
た
る
専
門
知
識
を
効

果
的
に
用
い
て
研
究
結
果
の
解

釈
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

専
門
知
識
を
効
果
的
に
用
い
て

研
究
結
果
の
解
釈
が
行
わ
れ
て

い
る
。

専
門
知
識
を
用
い
て
概
ね
適
切

な
研
究
結
果
の
解
釈
が
行
わ
れ

て
い
る
。

専
門
知
識
を
用
い
た
研
究
結
果

の
解
釈
に
不
適
切
な
箇
所
が
認

め
ら
れ
る
。

研
究
結
果
の
解
釈
に
専
門
知
識

が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

技
能

（
学
問
領
域
ご
と
の
基

準
に
よ
る
）

本
論

理
解
力

結
論

結
論

論
文
の
目
的
・
論
証
過
程
に
完

全
に
合
致
し
た
結
論
が
提
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
が
学
術

的
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
。

論
文
の
目
的
・
論
証
過
程
に
照

ら
し
て
妥
当
な
結
論
が
提
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
が
学
術

的
に
意
義
を
持
つ
。

論
文
の
目
的
・
論
証
過
程
と
ほ

ぼ
齟
齬
の
な
い
結
論
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。

論
文
の
目
的
・
論
証
過
程
と
提

示
さ
れ
た
結
論
と
の
間
に
齟
齬

が
み
ら
れ
る
。

論
文
の
目
的
・
論
証
過
程
に
合

致
す
る
結
論
が
提
示
さ
れ
て
い

な
い
。

表
現
力

書
式
・
構
成

形
式
／
表
現

指
定
さ
れ
た
書
式
に
忠
実
で
あ

り
、
論
旨
を
明
確
に
す
る
優
れ

た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
書
式
に
忠
実
に
で

あ
り
、
論
旨
を
明
確
に
す
る
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
書
式
に
概
ね
忠
実

で
あ
り
、
妥
当
な
構
成
と
な
っ

て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
書
式
を
し
ば
し
ば

逸
脱
し
、
最
低
限
の
論
文
構
成

を
保
つ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
書
式
を
守
ら
ず
、

構
成
も
論
文
形
式
と
し
て
妥
当

と
は
言
え
な
い
。

表
記

誤
字
脱
字
や
文
法
上
の
誤
り
が

全
く
な
い
。

誤
字
脱
字
や
文
法
上
の
誤
り
が

ほ
ぼ
な
い
。

若
干
の
誤
字
脱
字
や
文
法
上
の

誤
り
が
見
ら
れ
る
。

誤
字
脱
字
や
文
法
上
の
誤
り
が

多
い
。

誤
字
脱
字
や
文
法
上
の
誤
り
が

非
常
に
多
い
。

文
献
の
引
用

論
文
内
で
の
引
用
方
法
、
引
用

箇
所
と
文
献
と
の
対
応
、
表
記

方
法
に
誤
り
が
全
く
な
い
。

論
文
内
で
の
引
用
方
法
、
引
用

箇
所
と
文
献
と
の
対
応
、
表
記

方
法
に
誤
り
が
ほ
ぼ
な
い
。

論
文
内
で
の
引
用
方
法
、
引
用

箇
所
と
文
献
と
の
対
応
、
表
記

方
法
に
誤
り
が
見
ら
れ
る
。

論
文
内
で
の
引
用
方
法
、
引
用

箇
所
と
文
献
と
の
対
応
、
表
記

方
法
に
誤
り
が
多
い
。

論
文
内
で
の
引
用
方
法
、
引
用

箇
所
と
文
献
と
の
対
応
、
表
記

方
法
が
不
適
切
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
口
頭
試
問

研
究
の
目
的
・
方
法
・
論
証
・

結
論
の
全
て
に
わ
た
っ
て
、
論

理
的
で
整
合
性
の
あ
る
説
明
が

で
き
る
。
質
疑
に
対
し
て
、
非

常
に
的
確
な
回
答
が
で
き
る
。

研
究
の
目
的
・
方
法
・
論
証
・

結
論
の
ほ
ぼ
全
て
に
わ
た
っ

て
、
論
理
的
で
整
合
性
の
あ
る

説
明
が
で
き
る
。
質
疑
に
対
し

て
、
的
確
な
回
答
が
で
き
る
。

研
究
の
目
的
・
方
法
・
論
証
・

結
論
に
つ
い
て
、
概
ね
論
理
的

で
整
合
性
の
あ
る
説
明
が
で
き

る
。
質
疑
に
対
し
て
、
概
ね
的

確
な
回
答
が
で
き
る
。

研
究
の
目
的
・
方
法
・
論
証
・

結
論
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
、

論
理
的
で
整
合
性
の
あ
る
説
明

が
で
き
な
い
。
質
疑
に
対
す
る

回
答
が
、
あ
ま
り
的
確
で
は
な

い
。

研
究
の
目
的
・
方
法
・
論
証
・

結
論
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

説
明
が
で
き
な
い
。
質
疑
に
対

し
て
、
的
確
な
回
答
が
全
く
で

き
な
い
。




